
真

実

の

善

知

識

-

善
知
識
釈
を
中
心
と
し
て-

三 

明 

智 

彰

一
 

善
知
識
と
の
値
遇
な
く
し
て
仏
教
は
な
い
。

い
か
に
仏
教
に
つ
い
て
の
緻
密
な
研
究
が
行
な
わ
れ
高
尚
な
理
論.

整
然
た
る
学
の
体
系
が
構
築
さ
れ
よ
う
と
も
、
ま
た
厳
し
い
修
行 

実
践
が
強
調
さ
れ
よ
う
と
も' 

も
し
善
知
識
と
の
値
遇
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
仏
道
を
開
示
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
誠
実
に
自
己
を 

問
い'

自
身
を
内
観
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

善
知
識
と
の
値
遇
が
な
け
れ
ば
、

仏
道
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
歎
異
抄
』

に 

は

サ
ヒ
ハ
ヒ
ー
ー
ス
ハ 

ヨ
ラ 

ノ 

-
ー
 

イ
カ
テ
カ 

ン 

ル
コ
ト
ヲ
井
キ
ャ
ウ
ノ
井
チ
モ
ン
ー
ー
ヤ 

マ
タ
ク
モ
テ 

シ
ケ
ン
ノ
カ
ク
コ
ヲ 

レ 

ル
コ
ト 

タ
リ
キ
ノ
シ
ュ
シ
ヲ 

幸 

不
レ
依
ー
ー
有
緣
知
識
ー
者
、
争 

得
レ
入
二 

易

行

一

門
-

哉
。

全
以
ー
ー
自
見
之
覚
語
へ 

莫
レ
乱
一
ー
佗
カ
之
宗
旨
『(

前
序
・
蓮
如
本) 

と
言
っ
て
い
る
。

こ

の

「
有
縁
の
知
識
」
が
真
の
善
知
識
で
あ
る
。

親
鸞
は
、
善
知
識
を
、

「
日
の
正
道
を
示
す
が
如
し
」(

『
教
行
信
証
』

「
化
身
土
巻
」
・
善
知
識
釈)

と
示
さ
れ
て
い
る
。

善
知
識
ま
し 

ま
さ
ず
ば
、
正
道
・
邪
道
の
別
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
。

し
か
し
、
我
々
が
そ
の
よ
う
な
善
知
識
に
遇
う
こ
と
は
、
は
な
は
だ 

難
い
。
『
大
無
量
寿
経
』

流
通
分
に
は



如
來
興
世' 

難
ー
ー
値
一
難
ー
ー
見
『 

諸
仏
經
道
、
難
ー
一
得
一
難
ー
ー
聞
『
菩
薩
勝
法
諸
波
羅
蜜
、
得
二
聞­

亦
難
。
遇
一
ー
善
知
識-

聞
一
一
法
一
能
行
、 

此
亦
為
一
ー
難
『
若
聞
一
一
斯
經
一
信
樂
受
持' 

難
中
之
難
無
国
過
一
一
此
一
難
ー
ー
ー
。
是
故
我
法
、
如
二
是
一
作
。

如
ー
ー
是-

說
。
如
ー
ー
是
ー
敎
。

應
卞
當
信 

順 

如
ー
ー
法
一
修
行,
し
〇(

「
化
身
土
巻
」
・
親
全
一
ー
三〇

ニ
の
訓
点
に
よ
る) 

と
説
か
れ
て
い
る
。

私
は
こ
の
御
言
に
世
尊
の
遺
言
の
響
き
を
感
じ
る
。
『
大
無
量
寿
経
』

は
、
教
主
釈
尊
が
、

「如
来
の
興
世
値
い
難
く 

見
ま
つ
り
難
し
。
」
・
「
諸
仏
の
経
道
得
難
く
聞
き
難
し
。
」
，
「菩
薩
の
勝
法
諸
波
羅
蜜
、
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
亦
難
し
。
」

・
「
善
知
識
に 

遇
ひ
法
を
聞
き
能
く
行
ず
る
こ
と
、

こ
れ
亦
難
し
と
為
す
。
」
・
「若
し
こ
の
経
を
聞
き
て
信
楽
受
持
す
る
こ
と
、

難
の
中
の
難' 

こ
れ
に 

過
ぎ
て
難
は
無
け
む
。
」

と
、

「
難
」
を
明
ら
か
に
見
そ
な
わ
し
た
も
う
故
に
、

「
是
の
故
に
我
が
法
、

是
の
如
く
作
し
き
。

是
の
如
く
説 

く
。

是
の
如
く
教
ふ
。
」
と
開
示
さ
れ
た
教
法
で
あ
る
。

そ

の

故

に

「
ま
さ
に
信
順
し
て
法
の
如
く
修
行
す
べ
し
」
と
勧
励
さ
れ
る
。

経 

に

「
痛
不
可
言
」
と
教
主
釈
尊
が
、
衆
生
の
迷
い
の
現
実
を
痛
ん
で
発
せ
ら
れ
た
言
葉
が
あ
る
。

こ
の
流
通
の
御
言
は
、
ま
さ
に
如
来
の 

痛
み
か
ら
出
さ
れ
た
教
勅
で
あ
る
。

「
難
」
を
知
る
が
故
に
、

衆
生
に
真
実
の
教
法
を
開
示
す
る
、

こ

れ

こ

そ

「真
実
の
善
知
識
」(

「
化 

身
土
巻
」
善
知
識
釈
・
親
全
一
丄
一
ー
〇
五)

の
仕
事
で
あ
る
。

「
化
身
土
巻
」

の
善
知
識
釈
を
披
く
と
そ
の
初
め
に
、
右

に

掲

げ

た

『
大
無
量
寿
経
』

の
文
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
善
知
識 

釈
の
総
説
で
あ
る
。
後

の

『
涅
槃
経
』"

『
華
厳
経
』
・
善
導
の
釈
文
は
、

そ
の
意
を
承
け
て
、

か

く

の

如

き

「難
」

の
所
以
と
善
知
識
の 

出
世
化
導
の
意
義
を
探
っ
て
そ
れ
を
開
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
右
の
文
の
次
に
つ
づ
い
て
、
 

『
涅
槃
經
』

言
、
如
一
ー
經
中
説̂

一
切
梵
行
因
善
知
識
・
一
切
梵
行
因
雖
一
ー
无
量7
説
ー
ー
善
知
識
一
則
・
已

・
攝
盡
・
如
一
一
我
所
説-

一
切 

悪

行

邪

見

・
一
切
悪
行
因
雖
一
ー
无
量
「

若
説
ー
ー
邪
見
一
則
已
攝
盡
。

或
說 

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
信
心
為
二
因
『 

是
菩
提
因
雖
ー
ー
復
无 

量
へ
若
説
ー
ー
信
心-

則
已
摂
盡
。(

親
全
一
丄
一
ー
〇
二)

と
示
さ
れ
て
い
る
。

「
一
切
梵
行
の
因
は
善
知
識
な
り
。

一
切
梵
行
の
因
無
量
な
り
と
雖
も
、

善
知
識
を
説
け
ば
則
ち
已
に
摂
尺
し
ぬ
」 

と
、
善
知
識
の
絶
対
的
意
義
が
ま
ず
示
さ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「
一
切
悪
行
は
邪
見
な
り
。
」
と
言
う
。
仏
道
を
妨
げ
る
も
の
を
邪
見



と
見
定
め
て
い
る
。

こ

れ

が

「難
」

の
原
因
で
あ
る
。

こ
の
邪
見
が
実
に
様
々
の
姿
・
形
を
取
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
正
体 

を
は
っ
き
り
と
見
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
は
信
心
を
因
と
為
す
。

是
れ
菩
提
の
因
ま
た
無
量
な
り 

と
雖
も
、
若
し
信
心
を
説
け
ば
則
ち
已
に
摂
尽
し
ぬ
。
」
と
示
さ
れ
る
。

こ
の
信
心
と
は
、

端

的

に

言

え

ば

「
一
切
梵
行
の
因
」

た
る
善 

知
識
の
仰
せ
を
か
ぶ
り
て
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
邪
見
に
対
す
る
の
が
信
心
で
あ
る
。
真
実
の
信
心
に
は
、
邪
を
批
判
す
る
智
慧
が
具
っ 

て
い
る
。

そ
れ
が
な
い
信
心
な
る
も
の
は
、
た

と

え

「
信
心
」

と
い
う
名
が
あ
っ
て
も
、
そ

れ

は

「
不
具
足
信
」(

「
信
不
具
足
」

の
文
の
結 

び
の
言
葉
ヽ
「
化
身
土
巻
—

親
全
一
ー
三
〇
三)

で
あ
る
。

「
信
心
」
と
い
う
こ
と
の
中
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

親
鸞
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
信
不
具
足
」
・
「
聞
不
具
足
」

の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
真
実
の
善
知
識
」
と
い
う
語
を
出
し
て 

い
る
。

私
は
、
「
信
不
具
足
」
・
「
聞
不
具
足
」

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

ま
た
、
な

ぜ

「
善
知
識
」

の

上

に

わ

ざ

わ

ざ

「
真
実
」 

と

い

う

語

を

冠

し

て

「
真
実
の
善
知
識
」

と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
た
ず
ね
、

親
鸞
の 

「
信

不

具

足

・
聞
不
具
足
観
」

と 

「善
知
識
観
」

の
一
端
を
窺
い
、
以
て
親
鸞
の
教
学
の
精
神
に
触
れ
た
い
と
思
う
。
特
に
、
『
教
行
信
証
』

「
化
身
土
巻
」

の
善
知
識
釈
を 

中
心
と
し
て
考
え
て
行
き
た
い
。

二

前

節

で

挙

げ

た

「
信
心
為
因
」

の
文
に
続
い
て
、

「
信
不
具
足
」
・
「
悪
果
を
獲
得
す
る
四
善
事
」
・
「戒
不
具
足
」
・
「聞
不
具
足
」

の
文 

が
挙
げ
ら
れ
、
直

前

に

示

さ

れ

た

「
難
」

の

原

因

で

あ

る

「
邪
見
」

の
は
た
ら
き
を
究
明
し
て
い
る
。

そ
れ
は' 

信
心
を
名
の
り
な
が
ら 

非
信
心
化
し
、
聞
を
名
の
り
な
が
ら
非
聞
に
堕
し
、
仏
教
を
名
の
り
な
が
ら
非
仏
教
化
す
る
危
機
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ 

ら
は
、
『
涅
槃
経
』

か
ら
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

大
き
く
前
後
が
入
れ
替
り' 

ま
た
現
存
の
大
蔵
経
と
は
文
字
の
異
る
所
が
あ
る
。
 

そ
の
上
文
意
が
領
解
し
が
た
い
の
で' 

先
学
方
は
苦
心
し
て
、
所

引

の

文

を

も

と

の

『
涅
槃
経
』

に
戻
し
て
解
釈
し
て
い
る
例
も
多
い
。
 

ま
た
、
親
鸞
の
書
き
誤
り
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
も
あ
る
。



ま

ず

「
化
身
土
巻
」
所

引

と

『
涅
槃
経
』
(

大
正
蔵
第
十
二
巻)

の
文
と
を
、

比
較
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
の
文
は
、
先
学
も
既
に
指 

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
涅
槃
経
』

迦

葉

品

「
恒
河
七
種
衆
生
の
譬
喩
」

の

第

二

「暫
出
還
没
」

の
中
に
、

「
信
不
具
足
」
，
「戒
不
具
足
」
 

"

「
聞
不
具
足
」
，
「
施
不
具
足
」,

「智
不
具
足
」
と
い
う
五
つ
の
不
具
足
が
次
第
し
て
説
か
れ
て
い
る
所
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
『
涅
槃
経
』 

と

「
化
身
土
巻
」
所
引
と
の
大
き
な
相
違
は
、

ま
ず
第
一
に
、

「
信
不
具
足
」

の

文

と

「
四
善
事
」

の
文
が
入
れ
か
え
ら
れ
て
い
る
こ
と 

で
あ
る
。

そ
の
入
れ
か
え
た
意
味
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
第
二
に
は
、

「
化
身
土
巻
」

で
は
、

「
四
善
事
」

の
文
に
す
ぐ 

続

い

て

「
乃
至
」
も
示
さ
ず
に
、

如
來
則
有
二
ニ
種
涅
槃
『

一
者
有
為
二
者
无
爲
。

有
為
涅
槃
无
常
。

樂
我
常
无
為
涅
槃
。
有
一-
常
人
一
深
信1
疋
二
種
戒
俱
有
キ
因
果
亠 

是
故
名
為
二
戒
へ
戒
不
具
足
、
是

人
,

不
一
ー
ー
具
一
ー
信
戒
ニ
事
へ 

所
樂
多
聞 

亦
不
具
足
。

云
何 

名
為
二
聞
不
具
足
—'1
:
:
:
(

以
下
略)

：
：
：

(

親
全
一
丄
一
ー
〇
四
・
傍

点
と

「
以
下
略
」
は
筆
者) 

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。(

「有
常
人
」

に
注
意
。)

こ
の
文
の
前
半
は
、
『
涅
槃
経
』
(

大
正
蔵)

で
は
、

「
四
善
事
」

の
文
の
七
行
後
か
ら
始 

ま
り
、

「
化
身
土
巻
」
所

引

の

「
信
不
具
足
」

の
文
の
二
行
前
で
終
わ
る
文
で
あ
る
が
、

左
記
の
よ
う
に
中
途
で
切
ら
れ
て
い
る
。
 

如
來
有
二
種
涅
槃
。

一
者
有
為
、

二
者
無
為
。
有
爲
涅
槃
、
無
常
樂
我
浄
。
無
為
涅
槃
、
有

常
(

樂
我
浄
。)

(

大
正
蔵
十
二
ー
五
七
五
中
・
傍
点
と
括
弧
は
筆
者) 

ま
た
、
後
半
の
文
は
、
『
経
』

で

は

「
戒
不
具
足
」

の

文

の

途

中

か

ら

「
聞
不
具
足
」

の
文
へ
と
続
く
も
の
で
あ
り
、
 

(

一
者
善
戒
。

二
者
悪
戒
。
身
口
意
善
、
是
名
善
戒
。
牛
戒
驹
戒
、
是
名
悪
戒
。
是)

人
深
信
是
二
種
戒
俱
有
善
果
。
是
故
名
爲
戒 

不
具
足
。
是
人
不
具
信
戒
二
事
。
所
修
多
聞
亦
不
具
足
。

云
何
名
爲
聞
不
具
足
。:

：
：(

以
下
略)

：
：
：

(

大
正
蔵
十
二
——
五
七
五
下
。
傍

点
は

「
化
巻
」
と
異
な
る
字) 

と
い
う
文
で
あ
る
。

こ

の

文
が

驚

く
べ
き
こ

と

た

「
化
身
土
巻
」

で
は
、

有
二
常
人
一
深
信
下
是
二
種
戒
俱
有
中
因
果
皿(

親
全
一
ー
三
〇
四)



と
連
っ
て
一
つ
の
文
を
な
し
て
い
て
、
『
涅
槃
経
』

と
は
全
く
別
の
意
味
を
持
つ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
 

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
内
容
を
た
ず
ね
て
み
た
い
。
ま

ず

「
信
不
具
足
」

は
、
四
つ
の
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に

雖
覆
有
一
一
信1

不
三
能
一
ー
推
求
二
親
全
一
丄
ー
ー
〇
三)

で
あ
る
。
第
二
に
は
、

從­
一
聞
一
而
生
、

不6
.

從
一
ー
思
一
生
ー
ー
ー
。(

同
上)

第
三
に
は

唯
信
ー
ー
ー
有
二
道
—'4
都
不
ロ
信
ヨ
有
一
一
得
道
之
人
二
同
上)

第
四
に
は
、

雖
ー
ー
ー
信
一
ー
佛
法
僧
寶(

不
一
ー
ー
信
二
三
寶
同
一
性
相
『
雖
ー
ー
ー
信
一
ー
因
果へ

不
一
ー
ー
信
二
得
者
二
同
上)

で
あ
る
。

従
来
し
ば
し
ば
、
「
信
不
具
足
と
は
、
信
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、

信
が
完
全
で
な
い
こ
と
」

と
い
う
領
解
が
行
な
わ
れ
て
き 

た
。

果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
、

こ

こ

で

の

「
不
具
足
」
を

「
不

十

分,

不
完
全
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
推
求
な 

き
信
」
、

「
思
な
き
聞
」

は
、

不
十
分
な
る
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「信
巻
」

に 

佛
意
難
ー
ー
惻
へ
雖
一
然
一
竊
推
ー
ー
斯
心
一(

三
心
釈
・
親

全

一
ー

ニ
六) 

と
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

經
言
二
聞
一
者' 

衆
生
聞
一
ー
佛
願
生
起
本
末
—'4
無
ー
ー
ー
有
ー
ー
疑
心
『
是
日
ー
ー
聞
一
也
。

言
一
ー
信
心
一
者
則
本
願
力
廻
向
之
信
心
也
。

(
「
信
巻
」,

親
全
一
ー
ニ
ー
天) 

と
示
さ
れ
て
い
る
。

「
竊
か
に
斯
の
心
を
推
す
」

と
言
い
、

「
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
き
て
疑
心
あ
る
こ
と
な
し
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
、
 

真
実
の
信
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
い
信
心
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ

れ

は

「
不
十
分
な
信
」

で
は
な
く
、
人
間
の
我
執
に
基 

づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

信
の
装
い
を
も
っ
た
邪
見
疑
惑
で
は
な
い
か
。

真
実
信
心
が
、

「如
来
選
択
の
願
心
よ
り
発
起
す
」
と
言
わ
れ
、



「
本
願
力
回
向
の
信
心
な
り
」
と
領
解
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
推
求
と
聞
思
に
よ
る
の
で
あ
る
。
内
観
な
き
信
心
は
、
必
ず
邪
心
に
堕
す
に 

ち
が
い
な
い
。

ま
た
、
第

三

・
第

四

に

「都
て
得
道
の
人
あ
る
こ
と
を
信
せ
ず
」
「
得
者
を
信
ぜ
ず
」
と
は
、

真
の
善
知
識
を
全
く
信
じ 

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
か
に
道
あ
り
と
信
じ
て
い
る
と
言
っ
て
も' 

善
知
識
に
依
ら
ざ
る
も
の
は
邪
心
で
あ
る
。

三
宝
を
信
ず
る 

と
も
、

そ
の
常
住
に
し
て
同
一
な
る
こ
と
を
信
じ
な
い
も
の
も
ま
た
同
様
に
邪
心
に
堕
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
、

「
不

十

分-

不 

完
全
な
信
心
」

で
は
な
く
、
信
心
を
潜
称
す
る
邪
心
で
あ
っ
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
信
心
で
あ
る
。
信
心
の
装
い
を
も
っ
て
い
る
だ
け 

に' 

こ
と
は
や
っ
か
い
で
あ
る
。

そ

の

よ

う

な

「
信
不
具
足
」

を 

是
人
成
ー
ー
就
不
具
足
信
『(

親
全
一
ー
三
〇
三) 

と

言

っ

て

「
信
不
具
足
」

の
文
は
お
わ
る
。

そ

の

「
不
具
足
信
」

に

よ

っ
て

行

ぜ

ら

れ

る

の

が

「
悪
果
報
を
獲
得
す
る
四
善
事
」

で
あ
る
。

そ
れ
は
第
一
に 

為
ー
ー
勝
他
一
故
讀
一
ー
誦
經
典
『(

親
全
一
ー
三
〇
四)

第
二
に為

一
一
利
養
一
故
受
ー
ー
持
禁
戒
二
同
上)

第
三
に 爲

一
一
他
属
ー
故
而
行
一
ー
布
施
『(

同
上)

第
四
に 為

二
非
想
非
非
想
處
一
故
繫
念
思
惟(

同
上) 

と
示
さ
れ
て
い
る
。

い
か
に
仏
教
に
お
け
る
善
事
を
行
じ
よ
う
と
も
、

そ
れ
が
、

「勝
他
」
・
「
利
養
」
・
「他
属
」(

他
人
に
取
り
入
る)

・
 

「
非
想
非
非
想
処
」

の
た
め
と
い
う
目
的
で
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
仏
道
を
成
就
し
な
い
。
外
儀
は
仏
教
の
相
に
て
、
そ
の
実 

「
邪
見
を
増
長
し
僑
慢
を
生
ず
る
」(

同
上)

ば
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
を
、

「
没
し
没
し
已
て
還
て
出
づ
。

出
で
已
て
還
て
没
す
」
(

同
上)



と
言
う
。

ま
た
、

こ
れ
ら
は
、
 

行
ー
ー
ー
於
ー
ー
黒
闇
生
死
海へ

雖
ー
ー
ー
得
ー
ー
解
脱^

雑
一-

煩惱
!
・

是
人
還
受
ニ
悪
果
報
『
是
名
一
一8
出
還
復
没
『(

同
上) 

と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ

こ

に

言

っ

て

あ

る

「
解
脱
」
と
は
、
次
に
示
さ
れ
る
二
種
の
涅
槃
の
中
の
、
無
常
な
る
有
為
涅
槃
を
指
す
に
ち
が 

い
な
い
。

如
來
則
有
二
ニ
種
涅
槃
—'1
一
者
有
為
、
二
者
无
爲
。
有

為

涅

槃

无

常

。
樂
我
常
无
爲
涅
槃
。
有
一
ー
常
人-

深
信
卞
是
二
種
戒
俱
有
由
因
果4

 

是
故
名
爲
一
ー
戒̂

戒
不
具
足
、
是
人
・
不
ー
ー
一
具
二
信
戒
二
事
『
 

所
樂
多
聞 

亦
不
具
足
。(

同
上) 

と
語
ら
れ
て
い
る
。

そ

こ

に

「
有
為
涅
槃
」
と

「無
為
涅
槃
」

の
真
偽
決
判
が
あ
る
。

「常
人
」
と
は
、
そ
れ
を
し
な
い
者
で
あ
る
。

ま
た
、
 

「
非
常
の
言
」

た
る
仏
教
を
、
「
常
」

の

立

場

・
「常
」

の
範
疇
で
心
得
た
り
、

と
す
る
者
で
あ
る
。

「
対
仮
対
偽
」

の
精
神
な
き
仏
教
者 

で
あ
る
。

親

鸞

は

こ

こ

で

「有
為
涅
槃
は
無
常
な
り
。

楽
我
浄
は
無
為
涅
槃
な
り
。
」
と
訓
ん
で
い
る
。
涅

槃

の

四

徳

は

「常
楽
我
浄
」 

で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
の
常
識
的
固
定
化
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

右

の

「
二
種
の
戒
」

と
は
、
「
二
種
」
と
は
、
「
有
為
涅 

槃
」
と

「
無
為
涅
槃
」

の
二
種
で
あ
る
。
す

る

と

涅

槃

が

「
戒
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
戒
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く 

考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が' 

一
言
す
れ
ば' 

こ
こ
で
窺
え
る
こ
と
は
、

こ

の

「
戒
」

と
は' 

条
目
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は 

な
く
、
涅
槃
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
就
中' 

真
実
の
戒
は
無
為
涅
槃
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
文
は 

前
述
の
よ
う
に
、
親
鸞
が
意
図
し
て
二
つ
の
文
を
繫
い
だ
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
戒
に
つ
い
て
か
く
の
如
く
、
所

謂

「仏
性
戒
」

と
深
く 

関
わ
る
言
い
方
が
さ
れ
て
い
る
の
は
、
 

注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
種
の
戒
が
俱
に
因
果
あ
り
と
信
じ
、
そ

れ

を

「
戒
」

と

す

る

者

は

実

は

「
戒
不
具
足
」

で
あ
る
。
無
為
涅
槃
に
は
常
人
の
信
ず 

る
如
き
因
果
は
な
い
。

无

因

亦

无

果

无

生

亦

无

滅

是

名

二

大

涅

槃

一

聞

者

破

二

諸

結

二

「
信
巻
」
所

引

『
涅
槃
経
』
文

・
親
全
ー
ー 
ー
七
六) 

と
言
う
で
は
な
い
か
。
無
為
涅
槃
は
、
常
人
の
因
果
の
範
疇
に
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し

た

が

っ

て

「
二
種
の
戒
俱
に
因
果
あ
り
と
信
ぜ



ん
、

こ
の
故
に
戒
と
名
く
。
」
と
言
っ
て
も
、

そ
れ
は
真
実
で
は
な
い
か
ら
、

「戒
不
具
足
」

で
あ
る
。

是
の
人
は
信
戒
の
二
つ
の
事
を
具 

せ
ず
、
多
聞
を
ね
が
っ
て
も' 

ま
た
不
具
足
で
あ
る
。

こ

こ

か

ら

「
聞
不
具
足
」
が
三
類
示
さ
れ
る
。

第
一
に
如
来
の
所
説
は
十
二
部
経
で
あ
る
が' 

そ
の
中
、
 

唯
信
ー
ー
六
部
へ
未
ー
ー
ー
信
一
ー
六
部
—〇
是
故
名
爲
一
ー
聞
不
具
足
ー(
親
全
一
ー
三
〇
三) 

第
二
に 

・
 

雖
ー
ー
ー
復
受
ニ
持 

是
六
部
經
へ 

不
一
ー
ー
能
一
ー
読
誦
一
為
二
他
一
解
説
、
无
ー
ー
ー
所
一
ー
利
益
へ 

是
故
名
爲
一
一
聞
不
具
足
『(

同
上) 

第
三
に受

ー
ー
是
六
部
經
一
已
為
ー
ー
論
議
一
故
、
爲
一
一
勝
他-

故
、
為
二
利
養-

故
、
爲
ー
ー
諸
有
一
故
、
持
読
誦
説
。
是
故
名
爲
一
ー
聞
不
具
足
『(

同
上) 

と
示
さ
れ
て
い
る
。
第

二

の

「
利
益
す
る
所
無
け
ん
」

と
は
、
さ
ら
に
無
利
益
ど
こ
ろ
か
却
っ
て
害
を
及
ぼ
す
と
い
う
危
険
を
孕
ん
で
い 

る
。

そ

れ

は

「
往
生
の
正
行
を
自
鄆
鄆
他
す
る
」(

親
全
一
——
三
〇
ハ)

も
の
で
あ
る
。

ま
た
第
三
の
、

「
論
議
」
，
「勝
地
」
・
「
利
養
」
，
「
諸 

有
」

の
為
の
故
に
経
を

持
読
誦
説
す

る
「
聞
不
具
足
」

は
、
仏
教
を
学
ぶ
者
、
如
来
の
法
衣
を
着
る
者
に
と
っ
て
最
も
厳
重
な
教
え
で
あ 

る
。

こ
れ
を
言
葉
と
し
て
は
知
っ
て
い
て
も
、

慚
と
も
愧
と
も
感
じ
な
い
こ
と
が
問
題
で
は
な
い
か
。

「動
機
目
的
は
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
 

た
と
え
名
利
勝
他
の
た
め
で
あ
っ
て
も' 

と
も

か
く

経

典
を

受

持

・
読
誦
・
解
説
す
る
こ
と
は
大
き
な
功
徳
が
あ
る
」

と
い
う
如
き
話
は 

決
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ

れ

こ

そ

悪

魔,

鬼
神
が
、
善
知
識
の
姿
を
現
し
て
語
り
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

我
々
は'

「
聞
不 

具
足
」

を

「
聞
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
」

「
聞
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
」
と
領
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
十

二

部

経

の

中

の

「
六 

部
」
と
あ
る
か
ら
、
そ

れ

を

「
半
分
」

で
あ
る
と
考
え
や
す
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
数
量
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、

「
ー
 

知
半
解
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
そ

の

「
半
」
と
は
五〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
 

さ
て
、
前

に

「
四
善
事
」

の

文

と

「
信
不
具
足
」

の
文
が
、

前
後
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

『
涅
槃
経
』

で

は

「
四
善
事
」

の 

文

は

「
暫
出
還
没
」

の
中
の
序
説
で
あ
っ
て
、
そ

れ

に

「
信

・
戒

・
聞

・
施

・
智
」

不
具
足
が
次
第
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対



し
て
、
「
化
身
土
巻
」

は
、
「
信
心
為
因
」

に

反

す

る

「
不
具
足
信
」

に

よ

っ

て

「
悪
果
報
を
得
る
四
善
事
」

を
行
じ
て
邪
見
増
長
し
僑
慢 

を

生

ず

る

故

に

「戒

」(

無
為
涅
槃)

を
具
足
せ
ず
、

聞
を
楽
っ
て
も
ま
た
不
具
足
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。

「
聞
不
具
足
」

は'

「
論

議

・
 

勝

他

・

利

養

・
諸
有
」

の
た
め
の
故
に
経
典
の
持
読
誦
説
を
行
う
こ
と
を
以
て
結
ば
れ
る
。

こ
の
一
連
の
問
題
は
、

「
信
不
具
足
」

の
文 

に
示
さ
れ
た
こ
と
が
、

根
底
に
あ
る
と
親
鸞
は
領
解
し
、

ま
た
、
「
四
善
事
」

「
戒
不
具
足
」

「
聞
不
具
足
」

は
、

一
つ
の
連
な
り
を
持
つ 

と
見
て
、
文
の
順
序
を
入
れ
か
え
、
離
れ
た
二
文
を
繫
い
で
一
文
に
し
、
文
字
を
改
め
て
、
領
解
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三

善

知

識

釈

に

お

け

る

「
信
不
具
足
」

の

文

か

ら

「
聞
不
具
足
」

の
文
に
至
る
ま
で
を
窺
っ
て
き
た
。

そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
聞 

信
の
名
を
も
っ
た
非
聞
信
、
仏
教
の
装
い
を
も
っ
た
非
仏
教
の
問
題
で
あ
る
。

真
実
の
聞
信
と
・
は'

言
ー
ー
聞
一
者
、
衆
生
聞
一
ー
佛
願
生
起
本
末(

無
ー
ー
ー
有
ー
一
疑
心
『 

是
日
ー
ー
聞
一
也
。

言
一
ー
信
心
一
者
、
則
本
願
力
廻
向
之
信
心
也
。

(
親
全
一
ー
ニ
ー
天) 

と
示
さ
れ
、
 

ま
た
、
『
一
念
多
念
文
意
』

に

聞
其
名
号
と
い
ふ
は
、
本
願
の
名
号
を
き
く
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
き
く
と
い
ふ
は
、
本
願
を
き
き
て' 

う
た
が
ふ
こ
こ
ろ
な
き
を 

聞
と
い
ふ
な
り
。

ま
た
、
き
く
と
い
ふ
は
、
信
心
を
あ
ら
は
す
み
の
り
な
り
。
(
親
全
三
・
和
文
篇
— 

ー
二
六) 

と
示
さ
れ
て
い
る
。

と

も

に

『
大
無
量
寿
経
』

下
巻
の
本
願
成
就
文
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
領
解
で
あ
る
。

こ
の
真
実
の
聞
信
に
対
す
る
も 

の
が
、

「
信
不
具
足
」
，
「
聞
不
具
足
」

で
あ
る
。

こ
れ
は
、

聞

信

が

「
不
十
分
」
・
「
不
完
全
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

一
体
、
 

信
に
完
全
と
不
完
全
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

「
一
心
に
つ
い
て
深
あ
り
浅
あ
り
」(

「
化
身
土
巻
」
・
親
全 

ー
ー
ニ
ハ
ハ)

言
う
所
が
あ
る
が' 

そ

の

「深
」

は
利
他
真
実
之
心
。

「
浅
」
は
定
散
自
利
の
心
で
あ
っ
て' 

全
く
範
疇
を
異
に
す
る
の
で



あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
決
し
て
浅
か
ら
深
へ
と
い
う
予
測
を
立
て
て
は
な
ら
な
い
所
で
あ
る
。

も
し' 

信
心
が
、
不
完
全
か
ら
完
全
へ
と 

進
化
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
考
え
方
は
、

百
分
率
で
信
心
を
測
る
如
き
発
想
と
同
軌
で
は
な
い
か
。

信
心
が
進
化
発 

展
す
る
か
の
如
く
説
明
す
る
の
は
、

い
わ
ば
随
情
の
説
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
い
か
に
、

「
回
心
」

を

語

り

「
転
入
」

を

語

ろ

う

と

も

「
回
」 

で

も

「
転
」

で
も
な
い
。

そ
の
発
想
は
、

人
間
集
団
の
秩
序
の
た
め
に
は
有
効
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

「
往
生
の
信
心
」

の
事
を
妨 

げ
る
も
の
で
あ
る
。

す

な

わ

ち

そ

れ

で

は

『
歎
異
抄
』

の

後

序

や

『
御
伝
鈔
』

の

「
信
心
同
一
論
」
が
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

「
不
具 

足
」
を

不

十

分

，
不
完
全
と
解
す
る
こ
と
は
、

一
面
き
わ
め
て
常
識
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
常
識
や
多
数
が
真
実
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
 

「
信
心
同
一
論
」

は
、
多
数
の
常
識
人
に
は
不
可
解
で
あ
る
。
蓋
し
、
真
実
の
探
求
者
は
、
往
々
に
し
て
奇
人
変
人
と
見
做
さ
れ
る
も
の 

で
あ
る
。

「
億
千
万
衆
、

時
に
一
人
あ
っ
て
能
く
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ず
。
」

ま
た'

「報
の
浄
土
に
生
ず
る
者
は
極
め
て
少
し
、

化
の
浄
土 

の
中
に
生
ず
る
も
の
は
少
な
か
ら
ず
。
」(

「
化
身
土
巻
」
所

引

『
往
生
要
集
』
文
-

親
全
一
——
二
七
五)

と
は
源
信
僧
都
の
証
明
で
あ
る
。
 

「
信
不
具
足
」
・
「
聞
不
具
足
」

と
は' 

聞
か
ず
信
ぜ
ざ
る
も
の
の
問
題
で
は
な
い
。
自
ら
聞
あ
り
信
あ
り
と
思
っ
て
い
る
も
の
の
問
題 

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
実
は
、

「
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
者
」

の
問
題
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は 

眞
知
、
專
修
而
雜
心 

者 

不
ヨ
獲
ー
ー
大
慶
喜
心
—〇
故
宗
師
、

云
ヤ
無
三
念
ー
ー
報 

彼

佛

恩

—'1
雖
ー-
一
作
一
ー
業
行-

心
生
一
ー
軽 

慢へ

常
與
一
ー
名
利
ー 

相
應 

故
、
人
我
自 

覆 

否
ー
ー
親
二
近
同
行
善
知
識-

故
、
樂 

近
一
一
雑
緣-

自
ー
ー
鄆
鄆
一
屜 

往
生
正
行
一
故2

 
(

親
全
一
ー
三
〇
八) 

と
、
「
化
身
土
巻
」

の
真
門
の
結
釈
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
者
」

と
は
、

「
行
は
専
に
し
て
心
は
間
雑
す
」
(
真
門
釈 

冒
頭
・
親
全
一
ー
ニ
九
五)

る
者
で
あ
る
。

そ

の

「
雑
心
」

の
故
に
、
そ
の
人
は
、
大
慶
喜
心
を
得
ず
、
故

に

宗

師
(

善
導)

は

「
彼
の
仏 

恩
を
念
報
す
る
こ
と
無
し
。
業
行
を
為
す
も
軽
慢
を
生
じ
、
名
利
を
相
応
し
、
同
か
善
知
識
に
親
近
せ
ず
、
往
生
の
正
行
を
自
障
障
他
す 

る
が
故
に
」
と
、
そ
の
所
以
を
示
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
軽
慢
を
生
じ
、
名
利
と
相
応
し
、
同
行
善
知
識
に
親
近
せ
ず
、
往
生
の
正
行
を
自 

障
障
他
す
る
そ
の
こ
と
は
、
前

の

「
信
不
具
足
」
・
「
四
善
事
」
・
「
聞
不
具
足
」
を
受
け
て
示
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
親
鸞
は
、
 

悲
哉
、
垢
鄆
凡
愚
自
コ
従
无
際
一
已
來
助
正
間
雜
定
散
心
雜 

故

・

出

離

・
无
一
一
其
期
『
自
度
ー
ー
流
轉
輪
回
一
超
ー
一
過 

微

塵

劫

—%
叵ーーー



帰
二
佛
願
力
へ
叵
ー
ー
ー
入
二
大
信
海
『
良
可
一
ー
傷 

嗟
一
深
可
二
悲
歎
二
親
全
一
ー
三
〇
入
〜
九)

と
語
る
。

「
出
離
そ
の
期
無
し
、
自
ら
流
転
輪
回
を
度
る
に
、
微
塵
劫
を
超
過
す
れ
ど
も
仏
願
力
に
帰
し
叵
く'

大
信
海
に
入
り
叵
し
。
」 

と
は
、
「
四
善
事
」

の
文
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
そ

れ

は

『
教
行
信
証
』

「
総
序
」

に
、
 

若
也
此
廻
覆
二
蔽 

疑
網
へ 

更 

復
逕
二
歴 

曠
劫
二
親
全
一
ー
七) 

と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

そ
し
て
ゝ

凡

大

小

聖

人

・
一
切
善
人
・
以
一
ー
本
願
嘉
號
一
為
一
ー
己
善
根-

故
-

不

6
.

能
ー
ー
ー
生
一
ー
信
：
' 

不一ー 
了
一
佛
智7

不
・
.

能
妙
了
ー
ー
ー
知 

建
二
立

彼
因
一
故.

无
ー
ー
ー
入
二
報
土 
一
也
。
(

親
全
一
丄
ー
〇
九)

と
示
さ
れ
て
い
る
。

「
雑
心
」

は'

「
定
散
心
雑
す
る
心
」

で
あ
り
、
さ

ら

に

「
本
願
の
嘉
号
を
以
て
、

己
が
善
根
と
す
る
」

心
で
あ
る
。
 

す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
大
行
を
自
利
各
別
の
執
心
に
取
り
込
ん
で
、

如
来
の
大
行
を
盗
む
も
の
で
あ
る
。

「
無
二
真
実
」
な
る
利
他
の
一
心 

に
非
ず
。

己
の
定
散
自
利
各
別
の
浅
心
に
て
良
し
と
す
る
者
こ
そ
は'

「
信
を
生
ず
る
こ
と
能
は
ず
。

仏
智
を
了
ら
ず
。
彼
の
因
を
建
立

せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
能
は
ず
。
」

と
示
さ
れ
る
。

そ
れ
が
、
し
か
も
外
相
に
は
専
修
念
仏
を
是
れ
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

問 

わ
れ
る
べ
き
は' 

専

修

念

仏

を

行

ず

る

「
信
心
」

で
あ
る
。

「
信
心
」
と
名
の
っ
て
も
我
執
の
変
容
で
あ
る
。

こ
れ
は
聞
思
推
求
が
欠
如 

し
て
い
る
。
本
願
の
嘉
号
を
以
て
己
が
善
根
と
す
る
者
は
、
そ

の

邪

心

・

疑

惑

の

故

に

「
没
し
没
し
已
て
還
て
出
づ
。

出
で
已
り
て
還
て 

没
す
。
」
(

親
全
一
ー
三
〇
四)

そ
れ
を
、
 

「
出
離
そ
の
期
な
し
。
」

「
報
土
に
入
る
こ
と
な
し
」

と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ

の

「報
土 

に
入
る
こ
と
な
し
」

と
は
、

「
信
楽
釈
」

に
、

一
切
凡
小
・
一
切
時
中
貪
愛
之
心
常
能
・
汚
二
善
心へ

瞋
憎
之
心
常
能
焼
ー
ー
法
財
『
急
作
急
修
如
ー
ー
ー
炙
ー
ー
頭
燃
—'
衆
名
一
ー
雜
毒
雜
修 

之

善

『 

亦
名
二
虚
假
諂
僞
之
行
一
不
三
名
二
眞
實
業
一
也
。
以
二
此
虛
假
雜
毒
之
善
へ
欲
三
生
二
无
量
光
明
土
へ
此
必
不
可
也
。

(

親
全
一 

—

ー
ニ
〇)

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
虚
仮
雑
毒
の
善
を
以
て
无
量
光
明
土
に
生
ぜ
ん
と
生
す
る
、
此
れ
必
ず
不
可
な
り
。
」
と
い
う
こ
と
と
相
応
じ
て



い
る
。

「貪
愛
の
心
」

「
瞋
憎
の
心
」

で
は
、
往
生
不
可
な
の
で
あ
る
。

こ

の

二

心

が

「
雑
心
」
を
支
え
て
い
る
。
 

「
彼
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
」

こ
そ
、
報
土
の
正
定
の
因
た
る
真
実
の
信
心
で
あ
る
。

名

聞

・
利

養

，
勝
他
等
は
、
 

本

願

発

起

の

因

・
願
心
を
憶
念
せ
ず
推
求
せ
ず
、

果
的
な
現
世
の
利
に
執
す
る
。

現
世
の
利
の
為
に
、

仏
教
を
売
る
者
で
あ
る
。

ま
こ 

と
に
卑
劣
で
あ
る
。

そ

の

貪

愛

・
瞋
憎
の
心
で
、

報
土
に
入
ら
ん
と
す
る
、

「
こ
れ
必
ず
不
可
な
り
」
と' 

親
鸞
は' 

痛
傷
せ
ら
れ
て
い 

る
。学

仏
道
の
装
い
の
内
に
あ
る
名
聞
・
利

養

・
勝
他
の
心
を
如
実
に
批
判
す
る
こ
と
。

こ
れ
が
、

「
信
不
具
足
」"

「
四
善
事
」
・
「
戒
不
具 

足
」,

「
聞
不
具
足
」

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
、
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
仏
道
の 

装
い
の
内
に
あ
る
功
利
心
を
批
難
し
、
或
は
発
露
懺
悔
す
る
こ
と
全
体
が
、
功
利
心
の
所
現
で
あ
る
こ
と
が
実
際
に
あ
る
と
い
う
問
題
で 

あ
る
。

人
間
邪
心
は
、
し
た
た
か
で
あ
る
。
外
相
の
指
弾
や
外
相
の
懺
悔
告
白
は
、
所

謂

「免
罪
符
」

に
は
な
ら
な
い
。

か
え
っ
て
無
限 

に

「
還
復
没
」
を
反
復
し
、
迷
い
を
深
く
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

仏
教
を
騙
り
、
親
鸞
を
騙
っ
て
、
非

仏

教

化

・
非
親
鸞
化
を
ま
す
ま 

す
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ

の

反

仏

教

・

反

親

鸞

の

「
邪
心
」

の
根
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

邪

心
は

邪

心

の

反

省

・
懺
悔
に
よ
っ
て
捨
離
で
き
る
ほ
ど
易
い
も
の
で
は
な
い
。

で
は' 

何
を
以
て
、
そ
の
根
を
切
断
で
き
る
の
で
あ 

ろ
う
か
。
親
鸞
は
、

忻
求
淨
刹
道
俗' 

深
了
二
知
信
不
具
足
之
金
言
へ
永
應
一
ー
離
一
聞
不
具
足
之
邪
心
一
也
。
(

「
信
巻
」
菩
提
心
釈
，
親

全

一

丄

三

三) 

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
聞
不
具
足
の
邪
心
」
を
離
れ
る
こ
と
は
、
唯
一
、

「
信
不
具
足
の
金
言
」
を
了
知
す
る
こ
と
以
外
に
な
い
。
す
な 

わ
ち
、

「
信
不
具
足
の
金
言
」

に
こ
め
ら
れ
た
仏
意
を
深
く
了
知
す
る
こ
と
の
み
が
、

「
聞
不
具
足
の
邪
心
」

か
ら
離
れ
る
こ
と
を
得
し
め 

る
の
で
は
な
い
か
。
金
剛
の
真
実
信
心
を
獲
得
す
る
こ
と
以
外
の
懺
悔
は
仮
偽
の
懺
悔
で
あ
る
。

「
信
巻
」
信
楽
釈
に
も
、

「
信
不
具
足
」 

の
文
が
あ
る
。

そ

こ

に

は

「
聞
思
」
と

「
得
道
の
人
有
り
と
信
ず
る
こ
と
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今

、
親
鸞
が
、

「
忻
求
浄
刹
の
道
俗
」
に 

「深
く
信
不
具
足
の
金
言
を
了
知
」

せ
よ' 

と
示
す
の
は' 

「
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
思
せ
よ
」

「
彼
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
せ



よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
人

間

我

執

の

思

索

・
思
案
分
別
を
こ
と
と
せ
ず
、
偏
え
に
真
実
の
善
知
識
と
の
値
遇
に
依 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

邪
心
の
故
の
難
信
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
真
実
の
善
知
識
と
の
値
遇
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
す
な
わ
ち
、
善
知
識
釈
に
お 

い
て
、
前

半

の

一

連

の

文

が

「
聞
不
具
足
」

の
問
題
で
結
ば
れ
た
後
に
、
直
に
 ゝ

又
言
。
善
男
子
、
第
一
眞
實
善
知
識
者
所
一
ー
謂
一
菩
薩
諸
佛
。
(

親
全
一
ー
三
〇
五) 

と
説
き
出
さ
れ
、
ま
た
、
真
門
結
釈
の
、

以
二
本
願
嘉
號
一
為
二 

己 

善
根
一
故
・
不
四
能
三
生
二
信7

否
了
一
佛
智7 
不
五
能
四
了
三
知 

建
二
立 

彼
因
一
故
・
无
三
入-
一
報
土
一
也
。

(
親
全
一
ー
三
〇
九)

に
す
ぐ
続
い
て
、

是

以

・
愚
禿
釋
鸞
仰
ー
ー
論
主
解
義
一
依
ー
ー
宗
師
勸
化
つ(

同
上)

と
あ
る
所
以
で
あ
る
。

「
信
を
生
ず
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
 

仏
智
を
了
ら
ず
、 

彼
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故 

に
報
土
に
入
る
こ
と
な
し
。
是
を
以
て
、
愚
禿
釈
の
鸞
、
論
主
の
解
義
を
仰
ぎ
、

宗
師
の
勧
化
に
依
っ
て
、
」

云
々
と
続
い
て
い
る
。

「
是 

以
」
と
は
、

「
故
に
」
と

か

「
だ
か
ら
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「論
主
」

「
宗
師
」

は
、
 

開
二
真
宗
念
佛7

導
二
濁
世
邪
僞
『(

親
全
一
ー
ニ
九
四)

と
い
う
仕
事
を
為
す
人
で
あ
る
。

こ
れ
を
真
実
の
善
知
識
と
い
う
。

以
下
、
節
を
改
め
て
、
親
鸞
の
善
知
識
観
の
一
端
に
触
れ
た
い
と
思
う
。
な

ぜ

「鼻
実
の
善
知
識
」

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か 

と
い
う
問
題
を
中
心
に
考
え
た
い
。



四 

前
述
の
如
く
、
親
鸞
は
善
知
識
釈
に
、 

一
切
梵
行
因
善
知
識.

一
切
梵
行
因
雖­
一
无
量
一
説
ー
ー
善
知
識
一
則.

已

・
攝
盡
。
(

化
身
土
巻
」,

親
全
一
ー
三
〇
二) 

と
示
す
。
(

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
の
で
詳
述
し
な
い
で
お
く
。)

ま
た
、
親
鸞
は
、 

善
男
子
、

第
一
眞
實
善
知
識
者
所
謂
菩
薩
諸
佛
。
:

：
：(

中
略)

：
：:

佛
及
菩
薩
為
二
大
医
一
故
名
二
善
知
識
『
:

：
：(
中
略)

：
：:

知
二 

諸
凡
夫
病-

有
一
三
一
種
『

一
者
貪
欲
、

二
者
瞋
恚
、
三
者
愚
癡
。
貪
欲
病
者
、
教
観
一
ー
骨
相
—〇
瞋
恚
病
者
、
観
ー-

慈

悲

相

『
愚
癡
病
者 

観
一
ー
十
二
緣相

;
'  

以
ー
ー
是
義
一
故
、
諸
佛
菩
薩
名
一
ー
善
知
識
『
善
男
子
、
譬
如
下
腿
師
善
度
二
人-

故
名
由
大
鬼
師,
し
〇
諸
佛
菩
薩
亦
復
如
ー
ー
是
『
 

度­
一

諸

衆

生

生

死

大

海

—〇
以
ー
ー
是
義
一
故
名
ー
ー
善
知
識
二
親
全
一
ー
三
〇
五
〜
六) 

と
示
し
て
い
る
。

「
第
一
真
実
の
善
知
識
」
は
菩
薩
諸
仏
な
り
と
示
し
、

そ
の
諸
仏
菩
薩
が
、

衆

生

の

三

毒

の

病

を

治

す

の

で

「
大
医
」 

と
名
け
、
善
知
識
と
名
づ
け
る
と
言
い
、

ま
た
、

「
大
船
師
」

の
如
く
、

衆
生
を
し
て
生
死
の
大
海
を
度
し
た
も
う
故
に
善
知
識
と
名
づ 

く

、
と
示
し
て
い
る
。

こ

れ

は

『
涅
槃
経
』

の
引
文
で
あ
る
。

次
に
は
、
 

生
二
我
一
如
ニ
父
母7

養
一
ー
我
一
如
ー
ー
乳
母
へ
增
一
一
長
菩
提
分
『
如
ー
ー
ー
医
ー
ー
療 

衆

疾

—'1
如
ー
ー
ー
天
灑
一
ー
甘
露
へ
如
ー
ー
ー
旦
乎
一
正
道I

如
ー
ー
ー
月
轉
一
ー
淨

(

マ
マ) 

ヤ
マ
ヒ 

シ
ャ
反 

ウ
ッ
ル

輪

ニ

同

—
三
〇
六)

と
、
『
華
厳
経
』
を
引
い
て
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
善
知
識
に
遇
い' 

養
育
を
受
け
、
教
示
を
賜
っ
た
も
の
だ
け
が
言
う
こ
と
が
で
き
、
 

ま
た
こ
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
思
う
。

親
鸞
は
、

「
真
宗
興
隆
の
大
祖
源
空
法
師
」
と
後
序
に
記
す
法
然
の
こ
と
を 

憶
念
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

親
鸞
に
と
っ
て
は
、
法
然
と
の
値
遇
ほ
ど
に
具
体
的
で
現
実
的
な
善
知
識
と
の
値
遇
は
な
い
。

『
教
行
信
証
』

の
後
序
に
、

親
鸞
の
教 

学
営
為
の
基
点
を
確
認
し
て
、
そ
の
値
遇
を
、



然

愚

禿

釋

鸞

建

仁

辛 

酉 

暦
棄
ー
ー
雜
行
一
倉
帰
一
一
本
願
『(

親
全
一
ー
三
ハ
ー)

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

承
元
の
弾
圧
と
法
然
の
入
滅
を
く
ぐ
っ
て
、
値
遇
の
意
味
を
か
く
確
か
め
た
の
で
あ
る
。

法
然
と
の
値
遇
は
、
浄 

土
宗
開
宗
の
仏
事
と
の
値
遇
で
あ
る
。

そ

の

仏

事

を

親

鸞

は

「真
宗
興
隆
」
と
受
け
止
め
る
。

そ
の
教
学
営
為
は
、
浄

土

宗

を

「浄
土
の 

真
宗
」
と
し
て
受
け
と
め
た
質
を
開
顕
す
る
こ
と
で
あ
る
。

選
擇
本
願
は
浄
土
眞
宗
な
り
。
:

：
：(
中
略)

：
：:

淨
土
眞
宗
は
大
乗
の
な
か
の
至
極
な
り
。(

『
末
灯
鈔
』

ー
，
親
全
三
・
書
簡
篇
—
六
二) 

と
い
わ
れ
る
。

「
浄
土
真
宗
」
を
開
顕
す
る
営
み
は
、

選
択
本
願
が
大
乗
の
中
の
至
極
で
あ
る
こ
と
を
弾
圧
下
に
原
理
的
に
も
現
実
的
に 

も
開
顕
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。

そ
れ
は
、
法
然
と
の
値
遇
の
意
味
を
値
遇
か
ら
外
れ
る
こ
と
な
く
推
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
歎
異
抄
』 

第
二
条
に

親
鸞
に
お
き
て
は
た
だ
念
佛
し
て
彌
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ぶ
り
て
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子 

細
な
き
な
り
。
:

：
：(

中
略)

：
：:

た
と
ひ
法
然
聖
人
に
す
か
さ
れ
ま
ひ
ら
せ
て
念
佛
し
て
地
獄
に
お
ち
た
り
と
も
さ
ら
に
後
悔
す
べ 

か
ら
ず
さ
ふ
ろ
う
。
(

中
略
・
筆
者)

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
外
し
て
は
親
鸞
そ
の
人
も
教
学
も
無
い
。

ま

た

建

保

二

年(

親
鸞
四
十
二
歳)

の
三
部
経
千
部
読
誦
の
中
止
、 

寛

喜

三

年
(

親
鸞
五
十
九
歳)

の
内
省
に
お
い
て
も
、

こ
と
の
判 

断
の
基
準
は
、
法
然
と
の
値
遇
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に' 

晚
年
の
書
簡
に
は
、
し
ば
し
ば
法
然
の
名
と
言
葉
が
出
さ
れ
、
例 

え
ば
建
長
の
弾
圧
に
際
し
て
は
、

「
そ
し
る
も
の
の
た
め
に
祈
れ
」
と
い
う
法
然
の
教
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
無
義
を
以
て
義
と
す
」

「
愚 

者
に
な
り
て
往
生
す
」
と
い
う
言
葉
も
、
証
文
と
し
て
提
示
せ
ら
れ
て
い
る
。

か
く
の
如
く
、
親
鸞
が
晚
年
に
至
っ
て
い
よ
い
よ
法
然
の 

こ
と
を
憶
念
し
、
書
簡
の
中
に
証
文
と
し
て
そ
の
言
葉
を
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
、
老
境
に
入
っ
た
人
の
感
傷
と
い
う
よ 

う
に
見
て
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
然
と
の
値
遇
は
、
個
人
の
感
傷
に
取
り
込
む
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
法
然
の
仰
せ
が
、



暗
ま
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
の
法
が
暗
ま
さ
れ
る
こ
と
と
同
一
な
の
で
あ
る
。

そ
の
基
点
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た
時
、

ー
 

切
は
形
骸
化
し
崩
壊
す
る
。

例
え
ば
、
親
鸞
は
書
簡
に
、

こ
の
世
の
念
佛
の
義
は
、
や
う̂

^

に
か
は
り
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
め
れ
ば
、
と
か
く
ま
ふ
す
に
を
よ
ば
ず
さ
ふ
ら
へ
ど
も
、 

故
聖
人 

の
御
を
し
へ
を
よ
く
よ
く
う
け
た
ま
は
り
て
お
は
し
ま
す
ひ
と̂

^

は
、

い
ま
も
も
と
の
や
う
に
か
は
ら
せ
た
ま
ふ
こ
と
さ
ふ
ら
は 

ず

、
世
か
く
れ
な
き
こ
と
な
れ
ば
き
か
せ
た
ま
ひ
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
。
浄
土
宗
の
義
み
な
か
は
り
て
お
は
し
ま
し
あ
ふ
て
さ
ふ 

ら
ふ
ひ
と-
^

も
、
聖
人
の
御
弟
子
て
さ
ふ
に
ら
へ
ど
も
、
や
う̂

^

に
義
を
も
い
ひ
か
な
ど
し
へ
て
、
身
も
ま
ど
ひ
、 

ひ
と
を
も 

ま
ど
は
か
し
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
め
り
。
あ
さ
ま
し
き
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
ふ
な
り
。
(

『
末
灯
鈔
』
十
九
・
広
本
『
御
消
息
集
』
三) 

と
記
し
、
ま
た
、

京
に
も
こ
ゝ
ろ
え
ず
し
て
や
う̂
^
^

に
ま
ど
ひ
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
め
り
。

く
に̂

^

に
も
お
ほ
く
き
こ
え
さ
ふ
ら
ふ
。

法
然
聖
人
の 

御
弟
子
の
な
か
に
も
、
わ
れ
は
ゆ
ゝ
し
き
学
生
な'
ど
ゝ
お
も
ひ
あ
ひ
た
る
ひ
と̂

-

も
、

こ
の
世
に
は
、

み
な
や
う̂

-

に
法
文
を 

い
ひ
か
へ
て
、
身
も
ま
ど
ひ
、
ひ
と
を
も
ま
ど
は
し
て
、
わ
づ
ら
ひ
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
め
り
。

(
『
末
灯
鈔
』
二
〇
・
広

本

『
御
消
息
集
』
一
・
建
長
四
年
・
親
鸞
八
十
歳) 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
こ
の
よ
う
な
妥
協
と
転
向
の
状
況
を
眼
前
に
し
て
、
師
教
聞
信
以
外
に
存
る
べ
き
よ
う
の
な
い
精
神
を
公
開 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
然
は
親
鸞
に
と
っ
て
、
ま

さ

に

「
日
の
正
道
を
示
す
が
如
」
き
意
味
を
も
つ
人
で
あ
っ
た
。
 

善
知
識
と
の
値
遇
は
、

仏
道
の
死
活
を
決
定
す
る
き
わ
め
て
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
「
化
身
土
巻
」

の
善
知
識
釈
に 

は

ま

ず

『
大
経
』

流
通
分
の
文
を
挙
げ
て
、
そ
の
中
に 

遇
二
善
知
識
一
聞
二
法
一
能
行 

此
亦
為
二
難
二
親
全
一
丄
二
〇
二) 

と
、
 

善
知
識
に
遇
い
法
を
聞
き
能
く
行
ず
る
こ
と
の
難
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
五
難
を
承
け
て
、 

是

故

我

法

・
如
ー
ー
是
一
作
。
如
ー
ー
是
一
説
。
如-
ー
是
ー
敎
。
應
卞
當
信
順
如
二
法
一
修
行
』(

同
上)



と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

五
難
は
機
の
歎
き
で
は
な
く
如
来
の
見
そ
な
わ
し
た
も
う
所
で
あ
る
。
如
来
は
そ
の
五
難
を
知
ろ
し
め
し
て
、
そ 

の
故
に
こ
そ
こ
の
本
願
の
御
法
を
是
の
如
く
作
し
、
是
の
如
く
説
き
、
是
の
如
く
教
え
た
も
う
。
故
に
一
切
衆
生
よ
、
ま
さ
に
信
順
し
て 

法
の
如
く
修
行
す
べ
し
、
と
示
さ
れ
る
。

そ

の

よ

う

な

如

来

こ

そ

が

「
第
一
真
実
の
善
知
識
」

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
知
る
人
は
、
如
来 

出
世
の
本
意
を
知
る
人
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
『
華
厳
経
』

入
法
界
品
に
よ
っ
て
、

如
來
大
慈
悲
出
ー
ー
ー
現
於
二
世
間―

普
爲
一
ー
諸
衆
生
一
轉
一
ー
无
上
法
輪;' 

如
來
无
数
劫
勤
苦 

為
一
一
衆
生
『
云
何
諸
世
間
能
報
一
一
大
師 

恩
二
親
全
一
丄
一
ー
〇
七)

と
語
っ
て
い
る
。

か
く
の
如
く
感
知
す

る
人
に
お
い
て
こ

そ
「
難
信
」
・
「難
遇
」
を
語
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
真
の
仏
弟 

子
の
み
、

「
難
信
」
，

「
難
遇
」
を
実
感
も
し
語
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
然
ら
ざ
る
者
が
、
そ
れ
を
語
る
時
に
は
、
必
ず
往
生
の 

道
を
自
障
障
他
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に

有
ー
一
諸
菩
薩
一
復
作
一
ー
是
言-

我
於=

因
地
一
遇
一
ー
善
知
識
一
誹
二
謗
波
若
一
堕
一
ー
於
悪
道
つ
逕
一
ー
无
量
劫
一
雖
ー
ー
ー
修
一
ー
余
行
一
未
ヨ
能
ー
ー
出
—'1
後
於
ー 

時
一
依
ー
ー
善
知
識
邊
一
教
ー
ー
我
一
行
二
念
佛
三
昧
一
其
時
即
能 

併 

遣
ー
ー
ー
諸
鄆
方
得
二
解
脱
『
有
二
斯
大
益
一
故
願 

不
一
ー
ー
離
ー
ー
佛
『

(

親
全
ー
ー 
ー
四
六) 

と
語
ら
れ
て
い
る
。

我
は
昔
、
善
知
識
に
遇
っ
て
波
若
を
誹
謗
し
て
悪
道
に
堕
し
て
無
量
劫
、
出
づ
る
こ
と
能
わ
ざ
り
き
。
解
脱
を
得
た 

の
は
ひ
と
え
に
善
知
識
仏
陀
の
御
教
に
よ
る
。

故
に
願
じ
て
仏
を
離
れ
ず
、
と
表
白
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
仏
弟
子
な
れ
ば
こ 

そ
言
い
得
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
獲
信
の
故
に
難
信
を
知
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
知
恩
報
徳
も
大
慶
喜
心
も
あ
る
。

五

さ
て
、
右

の

文

の

は

じ

め

の

「
畚
知
識
」

の
語
は
誤
記
で
あ
っ
て
、
正

し

く

は

「
悪
知
識
」

で
は
な
い
か
、
と
疑
問
を
懐
か
れ
る
人
も



い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
は
従
来
、
真

蹟

坂

東

本

『
教
行
信
証
』

の
誤
り
で
は
な
い
か
と
見
做
さ
れ
て

『
安
楽
集
』

の
原
文
に
戻
し
て
、 

「
悪
知
識
に
遇
う
て
波
若
を
誹
謗
し
て
悪
道
に
堕
し
き
」

と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
所
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
意
味
は
通
じ
や
す 

く
な
る
。

ま
た
、
専

修

寺

本

，
西

本

願

寺

本

で

も

こ

の

「
善
知
識
」

の

「
善
」

の
字
に
つ
い
て
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
或
は
、
単
純
な
写 

誤
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
決
定
す
る
に
は
、
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
の
都
合
で
、
我
々
に 

と
っ
て
文
意
が
通
じ
る
か
否
か
だ
け
を
基
準
に
し
て
、
引
用
の
原
文
に
照
ら
し
、
諸
の
注
を
参
照
し
て
、
そ
れ
を
以
て
写
誤
で
あ
る
と
判 

断
を
下
す
こ
と
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
今
の
問
題
で
あ
る
が' 

此

処

は

坂

東

本

通

り

に

「
善
知
識
に
遇
う
て
波
若
を
誹
謗
し
て
悪 

道
に
堕
し
き
」
と
読
ん
で
行
き
た
い
。

そ
こ
か
ら
、
親
鸞
の
善
知
識
観
の
一
端
を
探
り
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
を
一
つ
挙
げ
た
い
と
思
う
。

「
化
身
土
巻
」

の
末
巻
に
、
『
首
楞
厳
経
』

を
引
い
て' 

次
の
よ
う
に
示 

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

我
滅
度
後
末
法
之
中
多
一
ー
此
魔
民
一
多
一
ー
此
鬼
神
一
多
二
此
妖
邪
一
熾
二
盛 

世
間
一
為
二
善
知
識
ー
令
二
諸
衆
生 

落
二
愛
見
坑
一
失
二
菩
提
路
一 

誌

惑

無

識
 

恐
令
一
ー
ー
失
一
ー
心7

所
過
之
処
其
家
耗
散 

成
二
愛
見
魔
ー
失
一
ー
如
來
種
『(
親
全
一
ー
三
五
六) 

「魔

民

・
鬼

神

・
妖
邪
が
善
知
識
と
な
っ
て
諸
の
衆
生
を
し
て
愛
見
の
坑
に
落
し
、
菩
提
の
路
を
失
せ
し
め
懿
惑
し
て
認
識
カ
を
無
く
し
、
 

心
を
失
わ
し
め' 

如
来
種
を
失
せ
し
め
る
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ

の

「
善
知
識
」

こ

そ

「
波
若
を
誹
謗
せ
し
め
る
善
知
識
」

で
あ
る
。
 

こ

の
こ

と
は

同

巻

の

『
起
信
論
』

の
文
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

テ 

レ
ハ 

ーー
 

ノ
ラ

ル 

セ 

ハ
シ
テ 

-
ー
 

シ

テ

ヲ 

セ
シ
ム 

ハ

ス 

ノ 

ノ 

ヲ

或
有
一
ー
衆
生7

無
一
ー
善
根
力7

則
爲
一
ー
諸
魔
外
道
鬼
神
一
所
一
ー
誑
惑
『
若
於
二
座
中
一
現-
一
形-

恐

怖

。
或
現-
一

端 

正
男
女
等
相
『:

：
： 

オ
ソ
レ
オ
ソ
ル 

タ
、
シ

ィ
ッ
ク
シ
キ
ト
モ 

ハ

シ 

ヲ 

シ
テ 

ノ 

セ

ル

ヲ

ハ

キ
 

ヲ

ハ

キ

 

ヲ

ハ

カ

ム
 

(
中
略)

：
：:

或
現
ー
ー
天
像
菩
薩
像―

亦
・
作
一
ー
如
來
像
相
好
具
足
へ
若
説
一
ー
陀
羅
尼
—'V
若
説
一
ー
布
施
持
戒
忍
辱
精
進
禅
定
智
慧7

或
説
ー
ー

平
等
空
无
相
無
願
無
怨
無
親
無
因
無
果
畢
竟
空
寂
是
真
涅
槃
『

…
…(

中
略)

…
…
能
令
三
衆
生 

貪
二
箸
世
間
名
利
之
事
『 

又
令
下
使
二

(

マ
マ)

人 

数

瞋

・
数

喜

一

性

无

常

淮
,

し
〇(
親
全
一
ー
三
五
九
・
中
略
筆
者)

シ
ュ
ン
反



と
あ
る
。
諸

魔

・
外
道
・
鬼
神
等
が
、
端

正

な

る

男

女

の

相

・
天

像

・
菩

薩

像

・
如
来
像
を
現
じ
て
、
衆
生
を
し
て
世
間
の
名
利
の
事
に 

貪
著
せ
し
め
、
そ
の
性
を
無
常
の
な
ら
い
な
ら
し
め
る
と
、
示
さ
れ
て
い
る
。
先

の

『
首
楞
厳
経
』

の
文
と
同
じ
様
に
、
魔
や
鬼
神
が
菩 

薩

・
如
来
の
姿
を
現
じ
て
衆
生
を
し
て
菩
提
を
失
わ
し
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
魔
や
鬼
神
が
変
現
し
て
善
知
識
の
姿
を
と
っ 

て
、
波
若
を
誹
謗
さ
せ
、
そ
れ
故
に
衆
生
を
悪
道
に
堕
さ
し
む
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
善
知
識
に
遇
っ
て
波
若
を
誹
謗
し
て
悪
道
に 

堕
す
と
い
う
こ
と
は
、

一
見
矛
盾
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
前

述

の

『
首
楞
厳
経
』
・
『
起
信
論
』

の
文
に
照
ら
せ
ば
、

こ
の
よ
う
な
表 

現
が
、
決
し
て
間
違
い
で
な
い
こ
と
が
肯
け
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
善
知
識
と
言
っ
て
も
、
こ
の
場
合
に
は
魔
や
鬼
神
が
姿
を
変
え
た 

善
知
識
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
そ
の
人
が
悪
知
識
で
あ
る
と
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
れ
ば
、
誑
か
さ
れ
た
り
欺
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
我
々
が
誑
惑 

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
人
を
善
知
識
だ
と
思
っ
て
い
る
時
で
あ
る
。

故
に
親
鸞
は
、
わ

ざ

わ

ざ

『
安
楽
集
』

の

字

を

「
悪
」

か

ら

「
善
」

に 

改
め
て
、

「
善
知
識
に
遇
う
て
波
若
を
誹
謗
し
て
悪
道
に
堕
し
き
」

と
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
こ
れ
を
、
 

「(

せ
っ
か
く) 

善
知
識
に
遇
っ
た
の
に
波
若
を
誹
謗
し
た
た
め
悪
道
に
堕
し
た
。

後

に

善

知

識

に

遇

っ

て(

今
度
は)

念
仏
三
昧
に
よ 

っ
て
解
脱
を
得
た
。
」
と
解
釈
す
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
、
そ
う
で
は
な
く
、(

魔
・
鬼
神
が
化
け
た)

善

知

識

に

遇

い(

そ 

の
教
に
よ
り)

波
若
を
誹
謗
し
て
悪
道
に
堕
し
た
。
後

に
(

真
の)

善
知
識
に
遇
い
念
仏
三
昧
に
よ
っ
て
解
脱
を
得
た
、
と
読
み
た
い
。
 

善
知
識
釈
と
真
仏
弟
子
釈
の
関
わ
り
を
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
親

鸞

の

「
対
仮
対
偽
」

の
姿
勢
を
学
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
の 

で
あ
る
。

善
知
識
釈
に

善
男
子
、
第
一
眞
實
善
知
識
者
所
一
一
謂
一
菩
薩
諸
佛
。

世
尊
、
何
以
故
。
常
以
二
三
種
善
調
御
ー
故
。
何
等
爲
一
三
一
『

一
者
畢
竟 

軟 

語
。
 

二
者
畢
竟
訶
責
。

三
者
軟
語
訶
責
。

以
ー
ー
是
義
一
故
・
菩
薩
諸
佛
即
是
眞
實
善
知
識
也
。(

親
全
一
ー
三
〇
五) 

と
示
さ
れ
て
い
る
。

「
信
不
具
足
」

「
四
善
事
」

「
聞
不
具
足
」
等
に
示
さ
れ
る
所
の
、

仏
教
の
装
い
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
る
非
仏
教
化
の



問
題
を
承
け
て
、

「
第
一
真
実
の
善
知
識
は
菩
薩
諸
仏
な
り
」
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

私
は
、
如
来
が
、
わ
ざ
わ
ざ
、

「
第
一
真
実
の
善 

知
識
」
・
「真
実
の
善
知
識
」

と
説
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
思
う
。

こ
の
世
に
は
、

真
実
な
ら
ざ
る 

「善
知
識
」
が
あ
ま
り
に
多
く
、

「如
来
の
子
」(

「
信
巻
」,

親
全
ー
ー
ー
七
六)

た
る
衆
生
を
彼
ら
は
現
に
悩
ま
し
誑
か
し
諂
い
、

菩
提
を 

失
わ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

如
来
大
悲
導
師
は
、
決
し
て
そ
れ
を
静
観
な
い
し
傍
観
し
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

故
に'

「
第
一
真 

実
の
善
知
識
は
菩
薩
諸
仏
な
り
」
と
説
い
て
、
真
実
な
ら
ざ
る
善
知
識
と
真
実
の
善
知
識
を
決
判
し
て
、
非
真
実
の
善
知
識
に
決
し
て
依 

る
勿
れ
ヽ
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

前

掲

の

「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
の
文
の
後
半
に
、
 

後

於­
一
一
時
一
依
二
善
知
識
邊
「
数
一
我
一
行
一
一
念
佛
三
昧
『
其
時
即
能
併 

遣
ー
ー
諸
鄆
方
得
一
解
脱
『
有
ー
一
斯
大
益
一
故
、
願 

不
一
ー
離
一
佛"

(

親
全
ー
ー
ー
四
六) 

と

い

う

「
善
知
識
」
は
、

「真
実
の
善
知
識
」

の
こ
と
で
あ
る
。

「
願
じ
て
仏
を
離
れ
ず
」
と
結
ば
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
 

「
善
知
識
」

に
は
真
実
と
不
真
実
が
あ
る
。

こ
の
問
題
を
、
親
鸞
は
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

然
し
、
 

我
々
に
は
、
 

真
実
の
善
知
識
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
決
判
が
容
易
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
「
信
巻
」

に 

一
切
知
見 

得
二
自
在-

定
畢
竟 

修
二
習
清
淨
梵
行-

常
爲
ー
ー
无
量
无
辺
衆
生-

演
ー
ー
説
无
上
涅
槃
之
道
『(

親
全
ー
ー
ー
五
五) 

ま
た
、
 

一
切
知
見 

憐
二
愍
衆
生
へ
猶
二
如
赤
子

--0
已
離
二
煩
惱
一
能
抜
ニ
衆
生
三
毒
利
箭
『(
親
全
ー
ー
ー
五
七) 

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

こ
れ
は
誰
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
前

者

は

富

蘭

那

・
後
者
は
末
伽
利
鞫
臊
梨
子
の
こ
と
で
あ
る
。

六
師
外 

道
で
あ
る
。

私
に
は
右
の
言
葉
の
み
を
見
た
だ
け
で
は
、

こ
れ
は
真
実
の
善
知
識
で
は
な
い
と
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
の
こ 

と
は
、 

一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
。

言
っ
て
い
る
こ
と
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、 

そ
れ
故
に
真
実
の
善
知
識
で
あ
る
と
判 

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
、
常

に

諸

魔

・
外

道

・
鬼
神
に
誑
惑
さ
れ
る
よ
う
な
危
い
状
態
に
あ
る
。

そ 

れ
故
に
、
親

鸞

の

「
対
仮
対
偽
」

の
姿
勢
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



『
愚
禿
鈔
』

に

常
随
ニ 

悪
友
一
者
悪
友
者
対
ニ
善
友7 
雜
毒
虚
假
之
人
也
。
言
二
无
人
空
適
澤
一
者 

悪
友
也
。

不
三
値
二
眞
善
知
識
一
也
。

娶
=

11
善

知

識

者

勢

悪

亂

也

眞

善

知

識

正

善

知

識

實

善

知

識

是

善

知

識

善

善

知

識

善

性

人

也

悪
知
識
番

假

善

知

識

僞

善

知

識

邪

善

知

識

虚

善

知

識

非

善

知

識

悪

善

知

識

悪

性

人

也
(

親
全
二
・
漢
文
篇
—
四
五) 

と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
善

導

の

「
二
河
白
道
の
譬
喩
」

の
中
、
合
喩
段
の 

言
ー
ー
無
人
空 

迪 

澤
一
者
、
即
喩
ヤ
常
随
一
ー
悪
友
一
不
レ
値
・
眞
善
知
識
上
也
。
(

親

全

九

丄

ハ

四) 

と
い
う
文
に
つ
い
て
の
領
解
で
あ
る
。

「
無
人
空
迪
」

と
は
、
常
に
悪
友
に
随
っ
て
真
の
友
に
あ
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ

し

て

「
真
の 

善
知
識
」

に
つ
い
て
、
 

ま
ず
、

「
真
の
言
は
、
仮
に
対
し
偽
に
対
す
。
」
と
示
し
、

「
善
知
識
は
悪
知
識
に
対
す
る
な
り
。
」
と
示
さ
れ
て
い 

る
。

こ

こ

に

「
対
」

と
は
た
だ
対
語
と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
。

こ
れ
は
親
鸞
の
生
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
親

鸞

の

「
対
決
」

の 

姿
勢
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ

の
仮
に
対
し
偽
に
対
す

る
こ

と
が

「真
」
な
る
も
の
の
働
き
で
あ
る
。

ま
た
悪
知
識
に
対
し
て 

い
く
人
こ
そ
が
、
善
知
識
で
あ
る
。
親

鸞

の

学

の

方

法

が

「
聞
思
」

で
あ
る
と
言
っ
た
時
に
は' 

そ

れ

が

「
対
」
を
内
容
と
し
て
い
る
こ 

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
信
巻
」
真

仏

弟

子

釈

に

も

「
真
の
言
は
仮
に
対
し
偽
に
対
す
」

と
あ
る
。

こ

の

「
対
」

の
姿
勢
を
も
っ
た



「
聞
思
」
が

、
真
仮
偽
批
判
や
信
疑
決
判
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

今

、

善

知

識

は

「真
善
知
識
」
，
「
正
善
知
識
」
・
「実
善
知
識
」
・
「是
善
知
識
」
・
「
善
善
知
識
」
と
示
さ
れ
、

「
善
性
の
人
な
り
」

と
結 

ば
れ
る
が
、

こ

れ

に

対

し
て

露
わ

に
な

る

「
悪
の
知
識
」
は
、

右
の
善
知
識
の
確
認
に
対
し
て
、

「
仮
善
知
識
」
・
「偽
善
知
識
」
・
「
邪
善 

知
識
」
二

虚
善
知
識:

「
非

善

知

識

匚

「
悪
善
知
識
」
と
示
さ
れ
、
「
悪
性
の
人
な
り
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
も
、

傍
点
し
た 

よ

う

に

「
善
」

の
字
が
あ
る
。
す
な
わ
ち' 

そ

れ

ら

の

外

相

は

「
善
知
識
」
な
の
で
あ
る
。
前

に

ふ

れ

た

「
波
若
を
誹
謗
せ
し
め
る
善
知 

識

」
・
「
悪

魔

・
鬼

神

・
妖
邪
が
化
け
た
善
知
識
」
を
親
鸞
が
示
す
視
点
は
、
『
愚
禿
鈔
』

の
こ
こ
に
あ
る
。
我
々
は
、
「
善
知
識
」
と
あ
れ 

ば
す
べ
て
真
実
の
善
知
識
で
あ
ろ
う
と
す
る
如
き
見
解
に
安
逸
を
貪
っ
て
い
て
は
な
ら
な
い
。

「
対
仮
対
偽
」

を
知
ら
ざ
る
に
よ
っ
て
、
 

如
来
広
大
の
恩
徳
を
迷
失
す
る
の
で
あ
る
。

群
賊
悪
獣
は 

「
仁
者
、

か
え
り
来
た
れ
。

我
等
す
べ
て
悪
心
を
も
っ
て
相
い
向
う
こ
と
な 

し
」

と
、
甘
言
を
以
て
呼
び
か
け
て
い
る
。

そ
の
声
に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
ざ
る
金
剛
心
と
は
、

「
対
仮
対
偽
」

の
心
で
あ
る
。

こ
の
人
を
、
 

金
剛
心
の
行
人
、
唯
信
仏
語
の
真
の
仏
弟
子
と
い
う
。

真
実
の
善
知
識
に
遇
い
得
た
人
こ
そ
真
の
仏
弟
子
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
真
の
仏 

弟
子
こ
そ
は
、
衆

生
を

恨
ら

ざ
ら

し
む

人
で

あ
る(

「
信
巻
」
所
引
・
善
導
「
深
信
釈
」
参
照
〇
真
実
善
知
識
と
は
、
悪

知

識

た

る

「仮
偽
邪 

虚
非
悪
の
善
知
識
」

に
対
す
る
存
在
で
あ
り
、
真

仏

弟

子

も

「
仮
偽
の
仏
弟
子
」

に
対
す
る
存
在
で
あ
る
。

真
実
の
善
知
識
に
依
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、

「
信
不
具
足
」
，
「聞
不
具
足
」
を
知
ら
さ
れ' 

そ
れ
を
敢
然
と
突
破
す
る
こ
と
を
得
る
。
 

そ
れ
は' 

真
の
仏
弟
子
た
る
も
の
の
責
任
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
真
実
善
知
識
が
、
本
願
の
鏡
で
あ
る
。
真
実
善
知
識
無
二
亦
無
三' 

と
明
記
し
た
い
。
真
宗
念
仏
を
開
い
て
濁
世
の
邪
偽
を
導
く
、

こ
れ
が
真
実
善
知
識
で
あ
る
。

親̂

に
お
き
て
は
た
ヾ
念
佛
し
て
彌
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子 

細
な
き
な
り
。
念
佛
は
ま
こ
と
に
淨
土
に
む
ま
る
ゝ
た
ね
に
て
や
は
ん
べ
ら
ん
。

ま
た
地
獄
に
お
っ
べ
き
業
に
て
や
は
ん
べ
る
ら
ん
。
 

惣
じ
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
。

た
と
ひ
法
然
聖
人
に
す
か
さ
れ
ま
ひ
ら
せ
て
念
佛
し
て
地
獄
に
お
ち
た
り
と
も
さ
ら
に
後
悔
す
べ 

か
ら
ず
さ
ふ
ら
う
。
(

『
歎
異
抄
』
第
二
条
・
蓮
如
本)



こ
の
言
葉
に
、
親
鸞
は
徹
底
し
た
人
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
学
仏
道
と
し
て
の
真
宗
学
の
基
点
が
あ
る
。

こ
れ
を
外
し
た
時
、
真
宗
の
学
は
、 

親

鸞

が

「総
序
」

に

お

い

て

い

ま

し

め

た

「
遅
慮
」

に
堕
す
る
に
違
い
な
い
。

は
な
は
だ
散
乱
し
粗
雑
な
ま
ま
、
拙
文
を
結
ぶ
。

問
題
は
山
積
し
、
疑
問
が
多
い
と
思
う
。
御
叱
正
を
乞
う
。
ま
た
、
時
間
も
紙
数
も 

尽
き
て' 

註
も
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

御
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。


